
  

今後の三番瀬再生の進め方  

 

    

三番瀬については、平成１８年度に「三番瀬再生計画基本計画」を策定し、これまで  

１０年以上にわたり３次の事業計画に基づき、三番瀬に特化させる形で事業を進めてきた

ところです。 

２８年度は、第３次事業計画の最終年であることから、各事業の進捗状況を把握して、 

事業計画の評価を策定するとともに、今後の事業の進め方について検討を行いました。 

その結果、継続する事業については、県がそれぞれの分野で行う施策の中で実施してい

くこととし、次期事業計画は策定しないものとします。 

ついては、２９年度以降の三番瀬再生の進め方は下記のとおりとします。 

   

 １ 三番瀬再生基本計画 

    基本計画は、三番瀬の再生の理念と目標を定めたものであるため、今後も継続してい

きます。 

  

２ 三番瀬再生計画の事業計画  

第３次事業計画には、「計画終了時の平成２８年度末には、三番瀬再生計画を策定し

てから１０年を経過することも踏まえ、三番瀬に特化した取組に一定の目処をつけ、 

以降は県がそれぞれの分野で行う施策の中で対応することについて、検討していく」と

の文言が記載されています。 

そこで、全２９事業の第１次事業計画からの１１年間の取組結果や現状と課題を把握

し、今後の方向性や事業の必要性等を検討した結果、終了が２事業、継続が２７事業と

なりました。 

継続する２７事業については、各分野の施策の中で進めていくことができるため、 

次期事業計画は策定しないこととします。 

 

３ 三番瀬専門家会議 

    事業計画の推進にあたり、学識経験者から助言等を受けることを目的に設置したも

のですが、次期事業計画は策定しない方向であるため、廃止することとします。 

なお、今後、専門家の助言を必要とする事項がある場合は、各事業を担当する課が  

所管する他の会議等で対応することとします。 

  

４ 三番瀬ミーティング 

地元住民や漁業関係者等から広く意見を聴く場として設置されたものであるため、

２９年度以降も継続して、開催していきます。 
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１ 基本計画 

（理念・目標） 

平成 18 年度策定 

２ 事業計画  

三番瀬再生 
保全事業の実施 

事業継続（三番瀬自然環境の調査） 

事業継続 （市川市塩浜護岸改修） 

 
終了する 
事業 
（２事業） 

各分野の   
施策として、 
継続する事業 
（２７事業） 

平成２９年度時 

第３次事業計画 

（H26～H28） 

29 事業実施 

事業継続（漁場改善への取組） 
事業継続(合併処理浄化槽の普及) 
事業継続（下水道の整備） 

事業継続 (条例の制定) 

次期事業計画 
は策定しない 

事業継続(ラムサール条約登録促進) 

３ 三番瀬専門家会議 

学識経験者から助言を頂く会議   

４ 三番瀬ミーティング 

地元住民・環境団体・漁業者等か

ら意見を聴く場 

廃止 

継続 

事業継続 (その他２０事業) 

事業終了 (干潟的環境の形成) 

 

各事業を担当する課が所管する会議

等で対応する。 

事業終了 (自然（湿地）再生) 


